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家蚕踊期間中の保護温度及ぴ 2，3手術が

次代卵に及ぼす影響

1.恒担保護*

滝

勝

沢義

野貞

郎料

哉**

After effectiveness of the protective temperature and some operation 

during the pupal stage upon the eggs of the next generation 

of the silkworm， Bombyx mori L. 

L Effect of constant temperature 

By 

Yoshiro TAKIZAWA判定*and Sadaya KATSUNO判定*

家蚕虫雨期間中の卵巣発育に関しては数多くの研究が

ある。t:!!lち卵巣霊に関しては/1寿又(1928)，伊与田・米山

(1933)，中曽根(1939)，卵管長に関しては町田 (1922)，

高梨(1927)，卵細胞数に関しては町田(1922)，永井

(1936)，卵巣発育全般に関しては長谷川(1943)の業

績があり，又木容・山本(1930)は野i期間中の保護温

度と次代卯の大小との関係について，高架!・松尾

(1944)，沓掛 (1952)は揃期間中の保護温度と次代卯

の解化歩合との関係について報告している。t:!!lち蝋期

間中の卵巣発育は著しく， ~泊期間中の環境如何は直ち

に卵巣の発育に影響を及ぼし，ひいては次代卯に各種

の影響を及ぼすものである。

然し卵巣発育機構に関しては不明の点がE少なくな

し筆者等はこれが解明の端緒として，虫雨期間保護温

度と次代卵との関係を追試し， 2， 3新知見を得たので

ここに報告する。

材料と方法

材料としては， H 60 (1化性).TWI (2化性〉・大
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発表した。
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造(多化性)及び交雑怪日l1Sx支 108を用いた。尚

何れの品種も越年卯からの踊を材料に供した。

H 60・TWI及び大造は納期間中を 25
0
C・20

0
C

及び 150Cの恒温に，日 115x支 108は 300C・250C

及び 200Cの恒温に保護し，その成虫の産下卵を散卵

とし，個体差を除くために，始期間中同一保護温度区

の産下卵を各品種別に混合し，不健全卵を除去して，

健全卵のみ実験材料に供した。次にこの散卵を 250C

に 25日間保護し，以後 5
0Cに冷蔵し， 20日間隔に

9回， 1 回 300 粒づっ出陣し〔即ち冷蔵期聞は 20~

180日)，共後 250Cに保護して， その僻化歩合・活

性死卵歩合・出席より解化開始までの回数及び解化開

始より終了までの日数を調査した。ここに活性死別と

は既に催青し，解化 1~2 日前に死んだ列を云う。

踊期聞は品種によって多少の差はあるが 300C保

護では 10日内外， 250Cでは 9日内外， 200C では

15日内外， 15
0
Cでは 30日内外であった。

実験結果

1. 穏化歩合

20~180 日間の卵冷蔵期間を通じ，婦期間保護温度

と次代卵の1際化歩合，及び活性死卵歩合との関係を示

すと第 1・2図の如くである。
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第 1図 的期間保護温度と次代卵のlJllf:化及び活性死卵歩合
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第1図より僻化歩合についてみると， H 60・TWI

では 25
0

C>20
o
C> 150Cの)1阪で，大造にては 250C・

20
o
C>15

0

Cの)11l'iで， 25
0
C と 200C では大差が見ら

れなかった。このことは僻化実数のT検定の結果から

も明らかな立11く，大造の 250C・200C問では危険率

10%以上で有意差は認められなかったが，他は何れ

も危険率 1%以下で，切らかに有意差が認められた。

次に日 115x文108では第2図にみる立11く，s際化歩

合は 250C>30oC>20oCの順で， T検定の結果ふう

もfii険率 1%以下で有芯;差が認められた。

第2図 柄期間保護温度と次代卵の1際化及び活性死卵歩合

日 115x文 108
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以上全般を通じて，焔期間保護温度と次代卵の解化 までの回数を調査し，卵の生理的差異を検討した。

歩合との関係は， 250C>30oC>20oC>150C の11演で 最初に H 60・TWI及び大造の生前期間保護温度

あることが分った。 25
0
Cのものについてみると，第3図の如くである。

2 活性死卵歩合 即ちいづれの品種に於ても， 100日頃までの短期冷

H 60・TWI及び大造について，活性死卵歩合は第 蔵の場合は，冷蔵回数が短かい程，出庫より解化開始

1図に示す如く， H60・TWIでは 150C>20oC>250C までの日数，及び解化開始より終了までの日数は長く，

の11買で，大造では 150C>20oC・250C で， 250C と 冷蔵 100~120 日を過ぎると最も短かくなり，以後冷

却。Cでは大差が見られなかった。又日 115x支 108 蔵 180日迄変化はみられない。 Rllち長期及び短期冷蔵

については第2図にみる如く，保護温度による差は見 で解化歩合に大差が見られなくても，上記日数に差を

られない。 生じ，生理機能には自づから差があるものと思考され

以上のことから H 60・TWI及び大造では，虫雨期 る。

間保護温度と次代卵の活性死卵との関係は， 15
0

C> 次に化性の点よりみると，第3図に示す如く，出陣

20
o
C>25

0

Cの11頂であると云える。 より静化開始までの日数には，化性による差は見られ

3. 出庫よリ瞬化開始までの回数，及び瞬化開始よ ない。僻化開始より終了までの日数は， 2化性(TWI)

リ終了までの回数 と多化性(大造〕とでは，殆んど差がないが化性

第 1図にみる如く，解化歩合は冷蔵日数 100日内外 (H 60)は冷蔵 120日頃までは2化性及び多化性に北

の卯が最高を，それより短かく又長くなる程減少する べ長く，冷蔵 140日以後は差がなかった。

所謂正規分布曲線を示している。従って長期冷蔵でも 次に桶期間保護温度の差異が次代卵の生理機能に如

短期冷蔵でも野化歩合に大差がない場合が生ずるが， 何なる影響を及ぼすかをみるため，これ等日数を調査

生理的には自づから異なるものと考えられる。そこで した結果は第 4・5図の如くである。

出庫より解化開始までの日数，及び解化開始より終了 即ち第 4・5図に示す如く，出席より解化開始まで



50 北海道大学股学部紀要
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第3図 出庫後の毎日の鰐イ七状態(化性による差異〉
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第 4図 出席後の毎日の際化状態(踊期間保護温度による差異〕

枠内数字は卵冷蔵日数
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第5図 出陣後の何日のf際化状態(踊期間保;室温度による差児〉
枠内数字は卵ni]，:長日数

日 115x支 108
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の日数は，保護温度ーによる差異は見られない。

次に解化開始より終了までの回数をみると，第4図

に示す如く，大造は 250C と 20
0

C問では差はない

が， 150Cは 250C.200Cに比べ長い。

又臼 115x支 108では，第5図に示す如く， 300C・

250C及び 20
0

Cの保護温度聞による顕著な差異はな

いが， 200Cが長い傾向があるo
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以上の実験から，出陣より解化開始までの日数は，

保護温度による差異はないが，解化開始より終了まで

の日数は， 150C・200C特に 150Cが長し、ことが分

った。

考 察

踊期間保護温度が次代卵に大きな影響を及ぼすこと
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は，高梨・松尾 (1944)，沓掛 (1952)及び木暮・山本

(1930)の報告からも明らかであるが，筆者等は本実

験に依って，その事実を一層明らかにした。

本実験にて虫雨期間保護温度と次代卯の解イヒ歩合との

関係は， 25
0
C> 30

o
C>20

o
C> 150CのJI阪で，活性死卵

歩合はこれと逆に 15
0
C>20

o
C>30oC>250CのJI阪で，

特に 150Cの影響は著しかった。

化踊後卵巣は揃i輸の進むに従って発育し，特に揃の

中期に於て著しく後期に至って緩慢となることは，既

に/l事又 (1928)，伊与田・米山 (1933)，中曽桜(1939)

及び長谷川 (1943)に依って認められておる。又長谷

川(1943)は化踊当初の踊体内には卵巣の発育に利用

さるべき栄養物質が一定量存在し，踊体重の約 30%

は卵巣の発育に必要な栄養物質が占めてし、ると云う。

従って踊期間中の環境如何は直ちに卵巣発育に影響

を及ぼし， 15
0Cの如き低温保護の場合，婦のメタボ

リズムの低下を来し，卵巣発育に利用さるべき栄養物

質を充分利用出来ず，婦の卵巣発育，ひいては次代卵

の生理機能即ち卵の原形質や卵黄の状態に悪影響を及

ぼし， ~際化歩合の低下，又僻化 1~2 目前まで発育し

て死ぬ所謂活性死卵を多く生じたものと思考される。

尚j際化開始より終了までの回数は，踊期間 150C保

護は 250Cに比べて長いことは， 250C の場合の次代

卯は生理的に安定した越年状態にあり， 5
0
C冷蔵によ

る卵の活性力は強く， 15
0C 保護の場合は，不安定な

越年状態にあって 50C冷蔵による卵の活性力弱く，

従って 25
0C保護の場合よりも，次代卵は徐々に活性

化したものと考えられる。

以上 15
0
C保護の場合について考察したのである

が， 20
0
C・30
0
C の場合も同様に考察し得られる。

以上要するに踊期間保護温度の差異は，直ちに虫耳lの

メタボリズムに影響を及ぼし，踊卵巣の生理機能，ひ

いては次代卵の生理機能に影響を及ぼし，上記の如き

結果を生じたものと思考される。

要約

1. !l!泊期間を 300C・250C・200C及び 150C の恒

温に保護した場合，次代311の勝化歩合は 25
0
C>30

o
C

>20
o
C>150CのJI闘であり，

2. 次代卵の活性死卵歩合は 150C>20
o
C> 30

o
C> 

25
0

Cのl頃であった。

3. 出庫より帰化開始までの回数は，納期間保謹温

度による差異は見られないが，日浮化開始より終了まで

の日数は，保護温JJr250C・200C及び 150C間では，

温度が低い程長くなる傾向を有する。
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Resume 

Materials used for the experiment were three 

strains and one hybrid; H 60 (univoltine)， TWI 

(bivoltine)， Daizo (multivoltine)， and Nichi 

115 x Shi 108. The pupae grown from hibernated 
eggs were respectively con五ndunder constant 

temperatures such as 30oC， 250C， 200C and 
150C， and the oviposited eggs were immediately 

chilled in 50 C for 10ー180days. After chilling， 

the eggs， having been incubated in 250C， were 

researched as to the number of hatched， and of 

dead ones after body pigmentation stage. 

1. The number of hatched eggs in the next 

generation was the highest in the case of 250C 

temperature during pupal stage， the next being 
in the 300C regime and in the 200C one， and 

the lowest number in the 150C regime. 

2. The order of number of the dead eggs 
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after body pigmentation stage observed in each 

thermal regime runs as 250Cく300Cく200Cく

150C， having close relation to that of the 

hatched eggs. 

3. Close relation was not recognized between 

temperature treatments in the pupal stage and 

duration from the initial day of incubation to 

the first hatching of the eggs， but in 250C， 
20
0
C and 150C r匂imcsduration from beginning 

to end of egg hatching tended to be longer in 

lower temperatures. 


